


産業科学研究所は、新たな産業創成の源泉となる基礎科学を極め、その成果に立脚し
て応用科学を展開することを目的として、関西産業界の強い期待と要望を背景に、昭
和14年に誕生しました。現在は、材料、情報、生体の３領域の研究とナノテクノロジー・
ナノサイエンス分野の研究を推進する総合理工学研究所として発展しています。また、
教育においては、「高度産業科学研究者の育成」を目指し、工学研究科、基礎工学研究
科、理学研究科、薬学研究科、生命機能研究科、情報科学研究科大学院生の教育・研究
指導を行ってきております。本研究所では、働き学ぶすべての構成員の成長を第一に、
個々がオンリーワンとなる独自性の高い世界最先端の基礎科学技術を創出すること
により、環境・エネルギー・医療・安全安心に関する課題を解決することを目指します。

理念

現在展開しているプロジェクト
●科学研究費補助金（特別推進研究・新学術領域・基盤研究（S））
●科学技術戦略推進費
●ナノとマクロをつなぐ物質・デバイス・システム創製戦略
　プロジェクト
●戦略的創造研究推進事業（CREST,さきがけ）
●革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）

●戦略的創造研究推進事業先導的物質変換領域（ACT-C）
●産業技術研究助成事業（NEDO）
●研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム）
●研究拠点形成事業（JSPS）
●革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）（文科省）
●SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）／次世代パワーエレ
　クトロニクス（NEDO）

目標
当研究所は、産業と科学の両方を名称に冠する我が国唯一の研究所です。私共は「出口を見据えた基礎研究」を研究スロー
ガンとして、社会の要請を的確に把握し、国民の期待に応える新しい科学の創出を目指しています。特に、ナノサイエ
ンスでは、全国の国立大学に先駆けて産業科学ナノテクノロジーセンターを創立し、我が国におけるナノサイエンス研
究の先導的役割を果たし続けています。また、北大電子研、東北大多元研、東工大資源研、阪大産研、九大先導研の５
大学附置研究所による全国縦断ネットワーク型「物質・デバイス領域共同研究拠点」を形成し、
その拠点本部として、我が国では前例のない、新しい効率的な共同研究システムを構築しまし
た。更にその成果を産業に生かすため、インダストリーオンキャンパスを実現するインキュベー
ション棟を完成させ、企業リサーチパークが稼働しています。これらに加え、23年度には、
世界最大のナノテク研究機関 imec と産研との間で共同研究契約が締結されました。25年度
には、文科省「革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）」大阪大学拠点が誕生し、
産研はその中枢を担うことになりました。これは産研が目指す、実用化ニーズと産研の持つ材
料、情報、生体、ナノテクノロジーのシーズポテンシャルを国際舞台に結び付ける総合的研究
開発推進プログラムにマッチしたものです。

所　長　八木 康史

材料・情報・生体の３つの領域での研究とナノテクノロジ－分野の研究で、国内外に例の
ない最先端の研究を推進し、環境・エネルギー・医療・安全安心の課題解決に向けた社会
貢献を目指しています。
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産業科学研究所の中期目標・中期計画

産研における 学術交流協定締結状況
大学間協定：10件／大学間協定に基づく部局間協定：6件／部局間協定：14件

教 育
高度産業科学
研究者の育成

● 工学・理学・基礎工学・薬学・生
命機能・情報科学６研究科との
連携

● 産業科学連携教育推進セン
ターを中心に、学際融合型カリ
キュラムの推進 

● オンザリサーチ型教育
● 海外大学・国際研究機関との連
携によるグローバル若手研究
者の育成 

研 究
環境・エネルギー・医療・

安全安心に関する課題を解決する
最先端研究の推進

● 材料・情報・生体３分野の融合
による新学問領域の創出

● 学際融合型グリーンナノサイエ
ンス・バイオメディカルサイエン
スの推進

● ネットワーク型共同研究拠点
の拠点本部として「物質・デバイ
ス領域」の全国共同研究を推進

● 国際共同研究センターを中心
に国際研究機関とのパートナー
シップの推進

● 産学連携室を中心に、産学連携
による社会貢献の推進

● インキュベーション棟の企業リ
サーチパークを通じたインダス
トリーオンキャンパスの実現

● 国際連携研究によるオープン
イノベーションの推進

● 産研協会と連携した啓発活動

社会貢献
新産業創出・インダストリー
オンキャンパス実現による

産学連携推進

産業科学連携教育
推進センター

研究企画委員会
国際共同研究センター 産学連携室

出口を見据えた材料・情報・生体の3領域と
グリーンナノサイエンス・バイオメディカルナノサイエンス分野の研究推進

企画室・広報室

阪大産研

ベルギー

ドイツ

スイス

フランス

エジプト

韓国

アメリカ

中国

台湾

フィリピン

・アーヘン工科大学
・アウクスブルク大学

・釜山大学校

・フランス国立科学研究センター
・ボルドー大学

・アーヘン工科大学（有機化学研究所）
・ビーレフェルト大学（化学科）
・ﾏｸﾞﾃﾞﾌﾞﾙｸﾞ･ｵｯﾄｰﾌｫﾝｹﾞｰﾘｯｸ大学（自然科学部）
・ユーリッヒ研究センター

・ジュネーブ大学（理学部）

・アシュート大学（理学部）

(2012.10－)

(2005.9－)
(2009.5－)

(1995.5－)

・北京大学

・国立台湾大学

(2001.5－)

(2008.3－)

・忠南大学校(2006.9－)
・漢陽大学校(2008.12－)

(2012.10－)

・釜山大学校（自然科学大学）
・忠南大学校（自然科学大学）
・釜慶大学校（基礎科学研究所）

・ミネソタ大学（バイオテクノロジー研究所）

・暻園大学（嘉泉バイオナノ研究所）
・浦項工科大学校（環境工学部化学工学科）
・韓国先端科学技術大学校（化学科）

・韓国原子力研究所/高度放射線技術研究所(2014.7－)

・内蒙古師範大学（化学・環境科学学院）

(2004.10－)

・北京大学（情報科学技術学院）

・デ・ラ・サール大学（コンピュータ科学部）

(2006.5－)

(2010.6－)

(2006.11－)
(1999.2－)

(2013.1－)

(2010.4－)
(2010.5－)

(2010.6－)

(2008.6－)

(2007.1－)

(2012.12－)
(1994.10－)

(2001.1－)

(2007.8－)

(2011.1－)

(2005.5－)
(2012.10－)

・Interuniversitair Micro-Electronica Centrum vzw (imec)

・国立台湾師範大学（理学部）

オランダ
・アイントホーフェン工科大学（機械工学部）(2015.4－)

・韓国窯業技術院(2013.3－)

2015年4月1日現在

ほか

川合 知二
山口 明人
西野 邦彦
谷口 正輝
能木 雅也
永井 健治
八木 康史
槙原 　靖
関谷 　毅

：
：
：
：
：
：
：
：
：

文部科学大臣表彰科学技術賞（平成18年度）
日本細菌学会浅川賞（平成19年度）／日本薬学会賞（平成19年度）／文部科学大臣表彰科学技術賞（平成22年度）
文部科学大臣表彰若手科学者賞（平成20年度）
文部科学大臣表彰若手科学者賞（平成22年度）
文部科学大臣表彰若手科学者賞（平成22年度）
日本学術振興会賞（平成25年度）
文部科学大臣表彰科学技術賞（平成26年度）
文部科学大臣表彰科学技術賞（平成26年度）
文部科学大臣表彰若手科学者賞（平成27年度）

受　賞
平成 18年 4月

平成 27年 5月
〜



物質・デバイス領域共同研究拠点 ナノマクロ物質・デバイス・システムアライアンス
附置研究所間アライアンス
によるナノとマクロをつなぐ
物質・デバイス・創製戦略プ
ロジェクト 

革新的物質・デバイスを創出
し、環境・エネルギー・情報の問
題解決を目指す、５附置研究
所が構成する課題公募型全
国縦断ネットワーク共同研究
拠点 

量子システム創成研究分野
（大岩研）

計算機推論によるビッグデータからの
知識発見

知能推論研究分野
（鷲尾研）

人の発話を巧みに理解する音声対話システム

知識科学研究分野
（駒谷研）

有機材料の高度物性制御技術を応用した
次世代エレクトロニクス・フォトニクス

先進電子デバイス研究分野
（関谷研）

人をみるための視覚情報処理

複合知能メディア研究分野
（八木研）

学習による適応能力を持ったコンピュータ

知能アーキテクチャ研究分野
（沼尾研）

半導体量子科学研究分野
（松本研）

第1研究部門

情報・量子
科学系

高機能ナノデバイスの創製
光・電子・スピンを操る新しい量子システムの
創製

人間の見る・学ぶ・考える・創る機能

を実現する知能システムを研究する。

量子機能マテリアルを創り、量子構造

を制御し、新デバイスを創る。

産業科学研究所における研究とその成果



量子ビーム科学研究施設 総合解析センター
新材料、新生物活性
物質創製のための表
面分析、構造解析、
組成分析を行う。

電子加速器を用いた極短
電子パルスビームの生成
や利用、FELの開発・利
用、陽電子生成・利用、
Co-60γ線照射装置を
用いて幅広く研究を行って
いる。

先端実装材料研究分野
（菅沼研）

半導体材料・プロセス研究分野
（小林研）

実装を科学する

最先端量子ビームによる反応解析と材料開発

量子ビーム物質科学研究分野
（古澤研）

励起ダイナミクスの直接観察と
新規構造相創成への応用  

励起物性科学研究分野

高効率シリコン太陽電池と
シリコンナノ材料の研究・開発

FELを用いた高強度テラヘルツ波源の開発
鉛筆の芯に集光したFEL光により発生したプラズマ

量子ビーム発生科学研究分野
（磯山研）

階層的ナノ・マクロ構造制御に基づく
機能共生材料の創製とその応用

先端ハード材料研究分野
（関野研）

新奇な量子力学的機能を発現する材料の探究

量子機能材料研究分野

ナノレベルで原子・分子構造および界面

を制御した高次機能材料を創り、物性を

解き明かす。更に、新規な量子ビームを

開発し、ビームと物質相互作用の解明・

ナノ加工を通じて新機能発現を目指す。

第2研究部門

材料・ビーム
科学系



新産業創成研究部門 特別プロジェクト研究部門

生体防御学研究分野セルロースナノファイバー材料研究分野
産業界との密接な連
携をはかり、21世紀の
科学技術・産業技術の
発展を先導する先端的
研究の成果を新産業
の創成に結びつける研
究を行う。

紙とセルロースの新しい世界を切り拓く
異物排出輸送体の構造機能解析と
阻害剤の開発

第3プロジェクト第2プロジェクト

生命動態を“スパイ”するテクノロジー開発

生体分子機能科学研究分野
（永井研）

マルチビーム化学、DNA光化学、光触媒

励起分子化学研究分野
（真嶋研）

膜輸送体のナノシステムバイオロジー

生体分子制御科学研究分野
（西野研）

不斉認識、二重活性化型不斉触媒

機能物質化学研究分野
（笹井研）

医薬品化学研究分野
（加藤研）

ビルトイン型補酵素の触媒機能と生合成機構

生体分子反応科学研究分野
（黒田研）

核酸構造を特異的に認識する
合成小分子の開発

精密制御化学研究分野
（中谷研）

第3研究部門

生体・分子
科学系

生体応答分子の構造・機能の解明から、

生物の高次機能の総合的理解を目指す。

また、分子化学の多様な研究を基盤に、

機能性分子の創製や反応プロセスの開発

を行う。

スピロビスイソオキサゾリン配位子

有機低分子によるたんぱく質の機能制御



革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）大阪大学拠点革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）大阪大学拠点ナノテクノロジー設備供用拠点
産学官の利用者に対して、最
先端のナノテクノロジー研究
設備を高度な技術支援ととも
に提供し、ナノテクノロジー分
野における研究・開発を支援
する。

人間力活性化によるスーパー日本人の育成と産業競争力増進／豊かな社会の構築

人間力を自動診断し、その
データを元に脳や五感に最適
刺激を導入するデバイスや、
居住環境の自動修正、人との
コミュニケーションを自動的に
図れる、装着型、衣類型、居住
空間型のアクティブセンシング
システムを開発し、人間力を活
性化し、スーパー日本人の育
成と豊かな社会を構築する。

ナノ機能予測研究分野
（小口研）

ナノ機能材料デバイス研究分野
（田中研）

高速反応の分析とナノファブリケーション

ナノ極限ファブリケーション研究分野
（吉田研）

拡張共役系の創製と有機エレクトロニクス

ソフトナノマテリアル研究分野
（安蘇研）

単一分子物性、分子技術、分子デバイス

バイオナノテクノロジー研究分野
（谷口研）

触媒反応・ナノ構造成長のその場観察

ナノ構造・機能評価研究分野
（竹田研）

トップダウンとボトムアップナノプロ

セスの融合によるナノシステムの創製、

さらに理論および評価との研究融合に

より、融合ナノテクノロジー研究の充実

と新たな展開を図る。

産業科学
ナノテクノロジー
センター

機能性マテリアル多次元ナノ構造デバイス

物性理論と量子シミュレーション



教職員
大学院生
572名

平成27年4月1日
現在

平成26年度
収入額
40.5億円

現在の産業科学研究所数値でみる

O S A K A  U N I V E R S I T Y
大阪大学 産業科学研究所 〒567-0047　大阪府茨木市美穂ヶ丘 8-1

TEL .06-6877- 5111（代表）

常勤職員 176名181名

非常勤職員 106名

博士研究員 28名

教 授
准 教 授
助 教
特 任 教 授
特任准教授
特 任 助 教
特任研究員
事 務 職 員
技 術 職 員

特 任 教 授
特任准教授
特 任 助 教
特任研究員
事務補佐員
技術補佐員

日本学術振興会特別研究員
日本学術振興会外国人特別研究員

（常勤）
（常勤）
（常勤）
（常勤）

（客員教授）
（客員准教授）

26
29
43
2
6
9
20
24
17

27/25
50/28
13/4
2/2

16/12

2

10
1
2
30
43
20

14
14

運営費交付金

大学院生
理 学 研 究 科
工 学 研 究 科
基礎工学研究科
薬 学 研 究 科
情報科学研究科

生命機能研究科

1.5億円民間等との共同研究

7.0億円受託研究

0.7億円

9.6億円

奨学寄付金

科学研究費補助金

81名
5
2
43
11
3
7
6
1
3

1.3億円補助金等 13件

客員・外国人客員研究員
客 員 教 授
客 員 准 教 授
招 へ い 教 授
招 へ い 准 教 授
招 へ い 教 員
招 へ い 研 究 員
外 国 人 研 究 員
外 国 人 研 究 員
外 国 人 研 究 員
（平成26年4月2日～平成27年4月1日現在）

博士前期課程 /博士後期課程

博士課程

59件

42件

54件

152件

19.9億円

利用料等収入（補助金等）0.5億円

539

26

平成24年度

412

58

平成25年度 平成26年度

373

50

平成22年度

492

40

論文数（年単位）

特許出願件数

研究活動 平成23年度

563

57

ナノテクノロジー
総合研究棟（N棟）

量子ビーム
科学研究施設

ライナック棟
共通実験棟

コバルト棟

1階 講堂
2階 大・中・小会議室

2階 セミナー室（F-228〜230）
3階 セミナー室（F-386〜388）
5階 セミナー室（F-544〜546）

1階 共同プロジェクト室（S-109）
3 階 セミナー室（S-308） 1 階 講義室（I-117）

3階 小セミナー室（N-315）

至 阪大病院 →← 至 千里門

楠本会館

2階 会議室

電
子
プ
ロ
セ
ス

実
験
室

総
合
解
析

セ
ン
タ
ー

管理棟

２階
２階

第１研究棟（F棟）

E階

第２研究棟（S棟） イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟

（I棟）

P
P

テニス＆
フットサルコート

P

I S I R
M A P




